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「下町の人情」や「やさしさ」が
ねらわ れています

～悪質商法から身を守りましよう～

古
く
か
ら
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
結
び
付
い
て
き
た

「
人
情
」
や
「
や
さ
し
さ
」。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
下
町

の
良
さ
を
悪
用
し
た
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
、
そ
れ
に

伴
う
ト
ラ
ブ
ル
か
続
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や

若
者
、
障
害
者
な
ど
が
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
方
が
ね
ら
わ
れ
ま
す

▽
家
に
一
人
で
い
る
こ
と
が
多
い

▽
時
間
と
あ
る
程
度
の
お
金
が
自
由
に

な
る

▽
訪
ね
て
き
た
見
知
ら
ぬ
人
を
家
に
入

れ
て
し
ま
う

▽
相
手
の
話
を
聞
か
な
い
と
失
礼
、
と

思
っ
て
い
る

▽
か
か
っ
て
き
た
電
話
を
自
分
か
ら
切

る
こ
と
が
で
膏
な
い

▽
断
る
の
は
相
手
に
悪
い
、
か
わ
い
そ

う
と
思
う

▽
大
き
な
商
品
や
重
い
物
を
買
い
に
い

け
な
い
の
で
、
売
り
に
き
た
業
者
が
か

け
る
声
に
の
っ
て
し
ま
う

悪
質
商
法
が
用
意
す
る

皆
さ
ん
へ
の
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー

被
害
の
多
く
は
、「
最
初
は
だ
ま
さ
れ

て
い
る
と
気
付
か
ず
、
ず
る
ず
る
と
話

が
進
ん
で
行
っ
た
」[
う
ま
い
話
や
甘

い
言
葉
に
引
き
付
け
ら
れ
、
い
つ
の
間

に
か
落
と
し
穴
に
は
ま
っ
て
い
た
」
と

い
う
事
例
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

。悪
質
商
法
の
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー

に

は
早
め
に
気
付
い
て
断
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

悪質商法のコースメニユ一

□ ただより高いものはないコース

● ①路上で商品の無料引換券や、く
じ を配る ②別の会場に連れて行

く ③日用品などを配る ④高額
商品を売りつける

● ①資料無料、無料体験、見積り無
料 と言う ② 高額品を 送り 付け
る、見積り より高い工事をする

□ 簡単にもうかる、絶対もう かる
コース

● ①先物取引、証券取引、外国為替
などを勧める ②電話で話をして
いるうちに契約し たと錯覚させる
③勝手に売買を繰り返し多額の負
債を抱え込ませる

● ①広告などで内職、副業を勧める
( X)高額な器具を売りつけ る、講習
料を取る ③仕事は紹介しない

□ お宅におじ ゃましてコ ース
● ①電 話局、水道局、消防署、電力
会社などと偽って信用させる ②
法律 が変わった、新し い器具に変
えなけれぱならない、この機械な

ら料金が安くなる、などと言って、
器具を取り付け る

● ①水道水の検査をする ②色がつ
くのを見せ、汚れていると言って
浄水器を勧める ③カートリ ッジ
を多量に買わせる

□ 待ち伏せコ ース、アンケートコ ー

ス
● ①街頭で声をかける ②喫茶店や
事務所などに誘い、高い化粧品や
ダイエット食品などを買わせる

□ 品物送り付けコース
● ①代金引換郵便で注文し てない品
物を送り 付ける ②家族のだれか
が注文したのだろう と思わせて、
お金を払わせる ③中身はガラク

タで、相手はわからない
□ あなたが当 たりました、選ばれ
ましたコース
● ①電話か郵便で、「賞品が当た っ

た」 「選ばれた」と呼び出す ②
長時間説得され高額の会員権、ダ
イヤモンドなどを買わされる

悪
質
な
業
者
に
嫌
わ
れ
る
行
動

亜
家
に
来
ら
れ
た
ら

▽
ド
ア
を
閧
け
な
い
。
ド
ア
チ
ェ
ー
ン

を
は
ず
さ
な
い
、
ド
ア
ご
し
に
話
す

▽
品
物
を
受
け
取
ら
な
い

▽
い
ら
な
い
、
賈
わ
な
い
と
は
っ
き
り

言
う

▽
印
鑑
を
押
さ
な
い
、
サ
イ
ン
を
し
な

し▽
現
金
を
全
額
一
回
で
払
わ
な
い

・
路
上
で

▽
チ
ラ
シ
を
受
け
取
ら
な
い

▽
声
を
か
け
ら
れ
て
も
振
り
向
か
な

い
、
立
ち
止
ま
ら
な
い

注
意
と
対
策

▽

「
期
間
限
定

」、[
あ
な
た
だ
け
に

」
。

「
こ
の
商
品
し
か
な
い

」
な
ど
と
契
約

を
急
が
せ
る
業
者
は
要
注
意

▽
悪
質
な
業
者
の
電
話
で
困
っ
て
い
た

ら
・
;
①
留
守
番
電
話
に
し
て
お
い
て
、

知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い

②
N
T
T

の

「
番
号
非
通
知
の
電
話

は
つ
な
が
な
い
シ
ス
テ
ム
」(
有
料
)
を

利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法

▽
信
用
で
き
な
い
業
者
と
思
っ
た
ら
・
-・

そ
の
時
点
で
話
を
や
め
る

。
態
度
を
は

っ
き
り
し
な
い
と
つ
け
こ
ま
れ
る

▽
家
の
中
で
危
険
を
感
じ
た
ら
・
;

自
分
が
先
に
冢
か
ら
出
て
安
全
な
立
場

に
な
っ
て
か
ら

、
冢
か
ら
出
て
い
く
よ

う
に
Ξ
う
。
出
て
い
か
な
か
っ
た
ら
近

所
の
人
を
呼
ぶ

。
恥
し
い
と
思
わ
ず
、

大
声
で
叫
ぶ

。
警
察
に
通
報
す
る

契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
ら

亜
疑
問
に
思
っ
た
ら
相
談
を

怖
か
っ
た
、長
時
間
説
得
さ
れ
た
、そ

の
場
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
解
約

す
る
と
言
っ
た
ら
別
の
商
品
を
買
わ
さ

れ
た
…
…
。
様
々
な
事
情
で
契
約
さ
せ

ら
れ
た
り
、
こ
れ
は
ち
ょ
つ
と
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
解
約
で
き
る
も
の
も

あ
る
の
で
、す
ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
「
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
」
制
度

巧
み
な
勧
誘
に
つ
ら
れ
て
不
必
要
な

も
の
ま
で
購
入
し
た
と
き
、
契
約
日
か

ら
数
日
中
に
書
面
で
契
約
解
除
を
申
し

出
る
こ
と
に
よ
り
、
無
条
件
で
解
約
が

で
き
る
制
度
で
す
。

※
指
定
商
品
で

な
い
場
合
、
代
金
総
額
が
3
千
円
未
満

の
場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

《 解約書面の作成例》書
簡
の
郵
送
は
「
書
留
」ま
た
は
「
内
容

証
明
郵
便
」な
ど
を
利
用
。(
ガ
キ
は

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

《
相
談
専
用
電
話
》

悪質な業者のないしょ話
● [ 自分はお金が無いから大丈夫」と思っている人には

ロ ーンを組 ませり や、残るのは信販会社への借金さ
● 「電話で返 事しただけで押印もサインもし てないから
安心」と思 っている人には…
ど んな形でも 承諾すれば契約なんだよ
● F 友人が浄水器でだまされたから気を付けよう」と思
っている人には‥・
品物の種類を変えていくらでもだませるのさ
● 断るつもりで[ いいです」「結構です」と言った人に
は…
承諾したのと同じ 言葉だよ

● とにかく電 話は便利だ。相手の家 に上がり 込んだも同
じさ

悪質な業者にとって都合のよい人
● はっきり断われない人
● だまされた私にも責任があると
思う人
● 家族に秘密にし ておきたい人
● 高い授業料を払った、いい 勉強
にな ったと思ってあきらめる人

消
費
者
セ
ン
タ
ー

の
催
し

亜
自
宅
で
学
べ
る
足
立
区
消
費
者
通
信

大
学

「
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
」　

消
費
生
活
の
問
題
を
自
ら
学
ぶ
通
信

制
講
座
。テ
ー
マ
ご
と
の
テ
キ
ス
ト
を

順
次
送
付
(
ス
ク
ー
リ
ン
グ
あ
り
)
。提

出
レ
ポ
ー
ト
に
は
講
師
が
講
評
を
し
ま

す
。

日
程
等
=
下
表

定
員
=
7
0人

(先
着
順
)

期
限
り
6
月
2
5日

圏
夏
の
夜
の
料
理
教
室

ヨ
ー
グ
ル
ト

作
り
の
基
本
と
応
用
を
体
験

日
時
=
6
月
1
0日
脚
、
H
日
韲
の
う
ち
1

日
、
午
後
6
時
4
5分
1
8
時
3
0分

内
容
=
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル

ト
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
き
の
こ
な
ど

定
員
=

各
3
0人
(
先
着
順
)

―

い
ず
れ
も
I

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
―
無
料

申
込
―
電
話

塲
・

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

消費者通信大学日程

※ いずれも時間は、午後6 時30 分～8 時30分

区
長
不
信
任
動
議
可
決
、

区
長
選
挙
実
施
(
6
月
2
0日
)

5
月
1
3日
に
開
催
さ
れ
た
足
立
区
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
区
長
不
信
任

動
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。4
月
1
日
に
引
き
続
く
再
度
の
議
決
の
た
め
、

区
長
は
失
職
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
う
区
長
選
挙
は
、6
月
2
0日
吁
に
行
わ
れ
ま
す
。A
広
報
課
V
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

心
身
障
害
者
(
児
)
の

巡
回
相
談
(
予
約
制
)

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
共
催
し
、そ
の
更
生
に
必
賈
箱
談

等
を
お
受
け
し
ま
す
。補
装
具
な
ど
の

相
談
は
y
」の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
=
7
月
7
日
㈲
、午
後
1
時
1
3

時
場
所
―
竹
の
獗
障
害
福
祉
館
※

当
日
、車
で
の
ご
来
場
は
、で
き
る
だ
け

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
定
員
=
川
人
申

込
盖
`
話
ま
た
は
直
接
窓
口
予
約
期

間
1
6

月
1

日
～
9

日

申
・
問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

表1　 福祉事務所一覧

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)・

足
立
区
児
童
手
当
・

児
童
育
成
手
当

現
況
届
の
提
出
を

6
月
始
め
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。
現
況
届
は
、H
年
度
(
H
年

6
月
～
卜
一
年
5
月
)
の
手
当
を
受
け
る

た
め
に
必
要
で
す
。
送
付
さ
れ
た
現
況

届
の
記
載
内
容
を
確
認
し
、
必
要
な
事

項
を
記
入
の
う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒
(

切
手
不
要
)
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、6
月
か

ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
現
況
届
は
そ
れ
ぞ
れ
の

手
当
等
で
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。な
お
、用
紙
が

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
1
6
月
3
0日
ま
で
に
投
函

問
先
=
児
童
手
当
係

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月

入
所
者
臨
時
募
集

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
(
六
月
1
-
6
-
1
)

は
、
体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ

り
不
安
を
持
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
方
に
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
続
け
て
い
た
だ

く
た
め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
食

事
の
提
供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活
相
談

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
1
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

区
内
在
住
の
満
6
0
歳
以
上
/
自
炊
が
で

き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低
下
が
認

め
ら
れ
る
。ま
た
は
、高
齢
な
ど
の
た

め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が
認

め
ら
れ
る
/
歩
行
、着
替
え
、入
浴
、

ト
イ
レ
、自
室
の
掃
除
等
が
自
分
で
で

き
る
/
使
用
料
の
負
担
能
力
が
あ
る
/

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
募
集
室
数
=

個
室
・
夫
婦
室
各
I
室
(
抽
選
)
使

用
料
=
年
収
に
応
じ
て
月
額
約
3
万
円

～
1
2
万
円
申
込
―
直
接
本
人
と
保
証

人
が
施
設
に
届
け
出
申
込
期
間
=
5

月
2
6
日
～
6
月
1
1
日
申
込
用
紙
=
各

福
祉
事
務
所
、
区
民
事
務
所
、
東
・
西

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
、
在

宅
福
祉
課
施
設
運
営
係
で
期
間
中
に
配

布

問
先
―
在
宅
福
祉
課
施
設
運
営
係

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
案
内

区
内
に
は
、
現
在
1
5力
所
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
(
表
3
)

。こ
れ
ら
は
、家
庭
で
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
の
方
や
家
族
か
ら
の
在

宅
介
護
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
申

請
手
続
き
の
受
け
付
け
・
代
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

介
護
機
器
の
展
示
や
紹
介
、
選
定
に

あ
た
っ
て
の
助
言
、
住
宅
改
造
に
関
す

る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
区
役
所
北
館
1

階
に
開
設
し
、
相
談
・
申
請
代
行
の
ほ

か
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
日
の
夜
間

と
土
曜
日
は
、
中
央
館
2
階
で
相
談
等

を
お
受
け
し
ま
す
。

※
第
2
土
曜
日

は
区
役
所
閉
庁
の
た
め
電
話
相
談
の
み

I

い
ず
れ
も
1

相
談
日
時
=
▽
来
所
・
:月
曜
日
1
土
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時

▽
電
話

…
年
中
無
休

問
先
―
在
宅
福
祉
課
施

設
運
営
係
、
社
会
福
祉
協
議
会
基
幹
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

表3　 在宅介護支援センタ ー
西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

勤
務
日
等
1
月
～
金
曜
日
(
月
2
0
日
程

度
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
勤
務
期

間
=
6
月
か
ら
6
ヵ
月
程
度

対
象
=
5
0

歳
ま
で
の
看
護
婦
(
士
)
ま
た
は
准

看
護
婦
(
士
)
の
有
資
格
者

内
容
9

心
身
障
害
者
の
健
康
管
理
・
相
談
、
生

活
指
導
訓
練
等

報
酬
=
日
額
9
千
6
5
0

円
(
交
通
費
含
む
)

募
集
人
員
=
1

人

申
・
問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

き
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習

2
級
課
程
(
第
2
回
)

1
3
0
時
間
コ
ー
ス

日
程
=
7
月
1
日
～
8
月
1
0日
の
う
ち

約
2
0日
間

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方
、
お

よ
び
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
講
習
期

間
中
全
日
を
通
し
て
受
講
で
き
る
区
民

定
員
羔
四
人
(
一
般
分
3
0人
、
家
政

婦
紹
介
所
等
推
薦
分
3
0人
)

※
一
般

分
の
公
開
抽
選
を
6
月
1
0日
脚
、
午
前
1
0

時
か
ら
区
役
所
3
階
3
0
1会議
室
で
開

催
(
出
席
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
)
、結
果

は
全
員
に
通
知

費
用
-
1
万
6
千
瞋

円
(
テ
キ
ス
ト
代
1
万
5
0
0
円
、
実
習
費
6

千
円
)

申
込
I
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号

・
生
年
月
日
・
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
習
受
講
希
望
」
と
明
記

期
限
=
6

月
7
日
必
着

※
複
数
応
募
は
無
効

申
先
=
高
齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

場

・
問
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関

原

昔
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
表
4

費
用
1
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

表4　 住区健康フェスティバル　6 月の日程

2
・
3

面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例
申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高齢者 在宅 サービ スセンター ・在宅介 護支援センター

6月の家族介護者教室のご案内

障害別福祉相談
障害にかかわる生活経験を持ち、

都から委嘱を受けた相談員が、障害
のある方の生活上の問題を解決する

ための相談をお受けし ます。

表2　6 月の相談実施日

健康あ・ら・かると
見てビックリ!

魚介類の

寄生虫

保
健
所
に
は
、
食
品
に
関
す
る
様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ス
ル

メ
イ
カ
を
調
理
し
て
い
た
ら
、
細
長
い

虫
が
こ

「
サ
バ
を
お
ろ
し
た
ら
、
中

に
虫
が
い
た
'
・」

こ
の
よ
う
な
魚
介

類
の
寄
生
虫
に
関
す
る
相
談
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
最
も
問
い
合
わ
せ
が
多
い

の
は
、
カ
ツ
オ
に
寄
生
す
る
テ
ン
タ
ク

ラ
リ
ア
で
す
。
白
い
米
粒
状
を
し
て
お

り
、
カ
ツ
オ
の
身
に
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。
誤
っ
て
食
べ
て
も
人
体
に
は
無
害

で
す
。

ま
た
、
ス
ル
メ
イ
カ
な
ど
の
内
臓
に

寄
生
す
る
ア
ニ
サ
キ
ス
の
問
い
合
わ
せ

も
少
な
く
ぁ
り
ま
せ
ん
。
半
透
明
の
白

色
で
、
太
さ
I
朋
、
長
さ
2
～
3
J
の

大
き
さ
で
す
が
、
渦
巻
状
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
通
常
は
摂
取
し
て
も
、
人

間
の
体
内
で
は
生
き
ら
れ
ず
排

泄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
ご
く
ま
れ
に
食
後
2～
1
0

時
間
で
人
間
の
胃
腸
壁
に
侵
入

し
て
激
し
い
腹
痛
や
吐
き
気
、
お
う
吐

な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス

ル
メ
イ
カ
の
ほ
か
、
サ
バ
や
ニ
シ
ン
、

タ
ラ
な
ど
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
鮮
度
の

落
ち
た
サ
バ
を
酢
で
シ
メ
サ
バ
に
す
る

と
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
に
な
っ
た
り
す
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ス
ル
メ
イ
カ
に
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス
の

ほ
か
に
白
い
米
粒
状
を
し
た
ニ
ベ
リ
ニ

ア
が
寄
生
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
テ
ン
タ
ク
ラ
リ
ア
同
様
、
人
体
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
寄
生
虫
は
、
通
常
用
い
る

程
度
の
ワ
サ
ビ
や
酢
、
し
ょ
う
油
で
は

死
に
ま
せ
ん
が
、
煮
た
り
、
焼
い
た
り

す
れ
ば
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

冷
凍
も
寄
生
虫
に
は
有
効
な
手
段
で

す
。保

健
所
で
は
、
魚
介
類
販
売
業
者
に

対
し
て
、
加
工
時
に
寄
生
虫
を
見
つ
け

た
場
合
は
取
り
除
く
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
家
庭
で
調
理
す
る

際
に
は
、注
意
深
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

A
保
健
所
食
品
衛
生
係
V

□ 介護支援専門員「受験の手引」配布中　試験日=7月25日( 日) 　配布場所=介護保険課、福祉事務所、保健所・保健相談
所　申込期間=5月17日( 月) ～5月31日( 月) 　申・問先=( 財) 東京都地域福祉財団　3829- 3355
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健康カ
レン
ダー
　
6月の
予
定

げ
ん
き
介
公
開
講
座

「
楽
し
く
齢
を

か
さ
ね
る
た
め
に
」

足
立
区
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
介
護
や
福
祉
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
程
等
呂
全
4

回
(
表
5
)

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
―
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

表5　 げんき 介講座日程 等

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
▽
検
査
・
:
6
月
2
3
日
Ⅲ
、
午
前

9
時～
1
0
時
▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
習
'
・
・
7
月
1
4
日
Ⅲ
、
午
前
1
0
時

～
H
時
対
象
=
1
8
歳～
3
9
歳
の
女
性

内
容
―
骨
密
度
・
体
脂
肪
・
血
圧
測

定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
等

費
用
―

無
料

定
員
-
4
0人
(
抽
選
)

申
込
=

必
ず
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
6

月
1
日
必
着

場
・
申
・
問
先
―
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
筱
2
-
1
2
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

高
脂
血
症予

防
教
室

健
康
診
断
な
ど
で
「
高
脂
血
症
(
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
)
に
要
注

意
」
と
言
わ
れ
た
方
に
。

日
時
=
6

月
3
日
宋
、1
0日
廁

午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

定
員
=
6
5人

内
容
=

検
査
結
果
の
見
方
/
医
師
の
話
/
改
善

の
方
法
と
実
践

費
用
=
無
料

申
込

―
電
話

場・
申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

乳
が
ん体

験
者
交
流
会

乳
が
ん
手
術
後
間
も
な
い
方
の
悩
み

や
不
安
を
体
験
者
(
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
会

員
)
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
交
え
て
話
し
合

い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
=
6
月
1
8日
岡

午
後
1
時
3
0分

～
4
時

対
象
=
手
術
後
間
も
な
い
方

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所
　

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

慢
性
肝
炎
講
演
会

「
肝
が
ん

予
防
の
た
め
に
」

慢
性
肝
炎
の
行
き
つ
く
先
は
肝
が

ん
。ど
う
や
っ
た
ら
病
気
が
進
ま
な
い

よ
う
で
き
る
で
し
ょ
う
か
?
最
新
の

治
療
法
を
学
ん
で
元
気
に
暮
ら
し
ま
し

ょ
う
。日
時
=
6
月
4
日
㈲
、午
後

2
時
～
4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
研
修
室

対
象
=
区
民
、特
に
慢
性
肝

炎
・
肝
硬
変
の
方
と
そ
の
家
族

講
師
=

日
野
邦
彦
氏
(
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
内
科
学
教
授
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

登
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
と

上
手
に

付
き
合
う
た
め
に

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
、
痴
呆
の
原
因

を
知
り
、
対
応
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
6
月
8
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分
、
対
象
=
痴
呆
で
お
悩
み

の
家
族
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

講
師
=

浮

文
宏
氏
(
梅
島
神
経
科
医
院
長
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)
、費
用
=
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
1
江
北

保
健
相
談
所a

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ま
ち
の

健
康
づ
く
り
学
習
を

支
援
し
ま
す

地
域
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
保
健
所
の
職
貝
等
を
派
遣
し
、

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
学
習
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

対
象
=
中
央
本
町
保

健
相
談
所
管
内
に
活
動
主
体
を
置
き
、

参
加
者
が
1
0人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内

容
l
健
康
づ
く
り
学
習
の
た
め
の
講
師

派
遣
(
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
保
健

婦
、
食
品
衛
生
担
当
、
環
境
衛
生
担
当

等
)

定
員
9
1
2団
体
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

食
と
健
康
教
室

「
骨
を
い
つ
ま
で
も

丈
夫
に
!
」

日
時
=
6
月
7
日
丱
、
1
8
日
t
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
―
骨
粗

し
ょ
う
屁
の
気
に
な
る
方

内
容
=
上

手
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
い
、
効
率
良
く

骨
に
取
り
入
れ
る
ポ
イ
ン
ト
/
そ
ろ
え

て
お
き
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の

食
品
/
賢
い
食
品
選
び
の
コ
ツ
/
気

軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
―
中
央

本
町
保
健
相
談
所

a
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

と
こ
と
ん
学
ぶ
!
　

お
酒
と
か
ら
だ

「
お
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
い
ま
す

が
、
飲
み
す
ぎ
は
肝
臓
訶
や
糖
尿
訶
・

高
脂
血
屁
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

お
酒
と
体
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
▽
1

日
目
…
6
月
2
日
㈲
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
(
採
血
は
午
後
1
時
3
0
分
～
2

時
)

▽
2
日
目
…
6
月
9
日
㈲
、
午

後
2
時
～
3
時

内
容
=
血
液
検
査
と

講
義
/
検
査
結
果
の
説
明

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
千
4
0
0円(
血
液

検
査
料
金
)

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

精
神
保
健
講
座

「
思
春
期
の

こ
こ
ろ
を
考
え
る
」

今
の
若
い
者
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、本
質
的
に
は

我
々
も
経
験
し
た
悩
み
や
不
安
を
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。日
時
9

6
月
2
4
日
肉
、午
後
2
時
～
4
時
講

師
=
後
藤

恵
氏
(
東
京
足
立
病
院
医

師
)

定
員
1
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

6月の献血
皆様のご協力をお待ちしています

がん検診と成人健康診査( 無料)
申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名( フリガナ)、生年月日、年齢、性
別、電話番号、希望検診名を明記し、それぞれの申し込み先へ。後日。受
診票と案内を送付します ※ 消化器がん検診は検診日、受診場所も第3
希望まで明記
女性がん検診と成人健康診査　 問先= 保健予防係 　3880- 5111㈹
今年初めて受診希望の方は、申し込みをしてください。10年度に受診
された方は、誕生月に受診票を郵送しますので、新たに申し込みは不要
です。
過去1 年以内に、区および勤務先などで同種の検診を受けた方は除き
ますO
● 女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診と子
宮がん検診
廡成人健康診査 対象=40 歳以上64歳以下( 11年4 月1 日から12年3 月31
日までに65歳となる方を含む) の区民 内容= 血液、尿、必要に応じ
て心電図の検査等で、心臓、肝臓、じん臟の病気や糖尿病、高血圧、高
脂血症などを調べます

一 いずれも 一
申先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

消化器がん検診　 問先= 足立保健所診療放射線 　3855- 4156(直通)

胃がん検診に従来からのX 線撮影に加え、新たに血液による検診が始
まりました。採血量が少量ですみ、妊娠中もしくは妊娠の可能性がある
方、バリウムの服用が苦手な方でも気軽に受診できます。
日程= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の病気で治
療中の方は除く 内容= ①X 線撮影による胃がん検診と検便による大
腸がん検診 ②血液検査( 血清ペプシノゲン法囗こよる胃がん検診と検
便による大腸がん検診(いずれも一方の申し込み、妊娠中の力は②のみ
可) 期限= 受診希望月の前月15日消印有効。受診票の送付は前月末日( 7
月を希望する場合、6 月15日消印有効、受診票の送付は6 月末日)

申先= 足立保健所診療放射線 〒121- 0822 西竹の塚2- 12- 8 ※ 申
し込み多数の場合は、受診日が遅くなったり、受診場所が他の保健所と
なる場合があります
( 1) X 線撮影+ 検便　 ※ 中央本町7 月26日分 は( 2)血液検 査に変 更

( 2)血液検査+ 検便
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身 近な リ サイクル
まず、自分ができるところからはじめてみよう

生かした資源　使ってはじめて　リサイクル

近年ごみの増加による自然環膺への悪影 ●

などがら、リサイクルに関心が高まっていま
す。商店街やオフィスなどでも積極的なリサ

イクル活動がすすめら れているよう です。

冰た、自 分でできるリサイクル活動も数多

くあります。一人ひとりの小さな行動かやが
て大きな効果となり、地球環奬の保護につな

がっていく のです。

リサイクル3 つの心得( リサイクル3つの「R」)

①ごみの減濶に努めましょう( Reduce: リデュース)

行動1・・・買い物の際には、二重包装や過剰包装は断る

行動2・・・商店街などでの買い物は、買い勧袋持参で

②緤り返し使えるものは再使用しましょう( Reuse: リユース)

行動3 …ピールびん、一升びん( リターナプルびん) を積極的に利用する

行動4・・・液体洗剤なとの詰め替え用品を利用し、容器を何度も使用する

e 不要となったものは、資源として再利用しましょう

( Recycl e: リサイクル) 　

行動5 …集団回収に協力する

行動6・・・再生紙100%のトイレットペーパーなと再生品を利用する

集
団
回
収
を

始
め
て
み
ま
し
よ
う

地
域
で
推
進

リ
サ
イ
ク
ル

集

団

回

収

と

は

集
団
回
収
は
、
ご
み

を
減
量
し
資
源

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

、
効
果
的
で

優
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
で
す
。

や
り
方
は
、
家
庭
か
ら
出
る
大
切
な

賢
源
(

新
聞
、
雑
誌
、
空
き
缶
、
空
き

び
ん
、
古
い
布
等
)

を
町
会
・
自
冶
会

な
ど
の
グ
ル

ー
プ
で
日
時
や
場
所
を
決

め
て
回
収
し

、
賢
源
回
収
業
者
に
引
き

渡
し
ま
す
。

集
団
回
収
を

始
め
る
に
は

①
近
所
で
行
わ
れ
て
い
る
団
体
に
参
加

(
協
力
)
す
る

②
仲
間
(
1
0
皀
帯
以
上
)

を
募
り

、
区

へ
団
体
登
録
す
る

※
登
録
申
請
書
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
に
あ
り
ま
す

・・・
豎

の
2

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す

▽
集
団
回
収
に
は
こ
ん
な
袴
典
が

①
回
収
実
績
に
よ
り
報
奨
金
か

支
給
さ

れ
ま
す
T

㎏
あ
た
り
6

円
)

②
必

要
な
初
品
童

冐
し
出
し
ま
す
(
空
き
缶

プ
レ
ス
機

、
プ
レ
(

ブ
倉
庫

、
回

収
コ

ン
テ
ナ

、
運
搬
用

台
車

、
軍
手
な
ど
の

消
耗
品
)

③
集
団
回
収
を
通
じ
て
虞

楸
の
あ

う
た
団
体
に
感
謝
状
を
噌
り
ま

す

集
合
住
宅
に
は

資
源
保
管
場
所
を

区
で
は

、
新
築
・
改
築
す
る
集
合
住

宅
に

、
設
計
段
階
か
ら
『
資
源
保
管
場

所
』
を
確
保
す
る
よ
う
要
望
し

、
入
居

者
の

方
に
集
団
回
収
を
始
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
条
件
を
鰹
爾
し
て
い
ま
す

。

紙
ハ
ッ
ク
・
乾
電
池
は

回
収
ボ
ッ
ク
ス
ヘ

一
人
で
も
で
き
る

リ
サ
イ
ク
ル

牛
乳
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

紙
パ
ッ
ク

と
不
要
な
吃
電
池
(

マ
ン
ガ
ン

ーア
ル

カ
リ
)

を

。
区
内
9
0
カ
所
の
公
共
施
段

な
ど
で

回
収
し
て
い
ま
す

。
今
ま
で
ご

み
と
し
て
捨
て
て
い
た
方
は

、
回
収
ポ

ス
ト
に
持
つ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

紙
パ
ッ
ク
回
収

ポ
ス
ト
へ
の
お
願
い

次
の
も
の
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

工
内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー
ト
さ
れ
た
も
の

や
、
茶
色
系
の
パ
ッ
ク

②
湎
㎡
未
満

の
も
の

③
洗
っ
て
い
な
い
も
の
・
乾

い
て
い
な
い
も
の

④
カ
ビ
が
生
え
て

い
た
り
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の

⑤
紙

パ
ッ
ク
を
入
れ
て
き
た
ビ
ニ
ー
ル
詼
や

ひ
も

牛
孔
パ
ッ
ク
な
ど
属
で
で
き
た
バ

ッ
ク
は

、
針
葉
樹
を
原
料
と
し
た

上
賢
の
パ
ル
プ
か
ら
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
両
利
用
す
れ
ば

、
パ
ッ
ク
3
0

枚
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
4
1
5

個
作
る
こ

と
が
で

き
ま

す
。

充 竃 式 ニ カド 電 池 の 回 収 店 に は　

こ の ステ ッカ ー が 貼 って あ ります

再
生
品
を

選
び
ま
し
よ
う

こ
の
マ
ー
ク
を
目
印
に

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
ご
み
を
捨
て

る
こ
と
に
注
意
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

。
再
生
さ
れ
た
製
品
を
使
う
こ
と

も
リ
サ
イ
ク
ル
活
勳
の
ひ
と
つ
で

す
。

現
在
は

、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や

鉛
筆
な
ど
、
身
近

な
も
の
か
再
生
品
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
生
品
に
は
次
の
マ

ー
ク
が
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
再
生
品
を
便

つ
て
い
く
こ
と
か
大
切
で
す
。

R マーク

古 凧 配 合下100% の

再 生 紙 製品 に 表 示

さ れ てい ます

エコマーク
環 麗 に 対 して 負 荷の 少な い

商 品 に 表示 さ れ てい ます

グリーンマーク
古 紙 を再 生 利 用 した

製品 に 表 示 さ れて い ま す

ペットボトル再利用品
ペ ット ボ ト ルを

リ サ イ クル し た 再生 品 に

衣 示 さ れて い ま す

足
立
区

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

あ
だ
ち
再
生
館

桑
し
み
な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
い

方
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

知
識
や
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
学
習
し
た
い

方
。ま
た

、リ
サ
イ
ク
ル
仲
間
と
出

会
い

た
い

方
。ぜ
ひ
お
立
ち

窃
り
く
だ
さ
い
。

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ

ご
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
日
用
品

を
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て

販
充

し
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
室

不
要
に
な
っ
た
(
ン
カ
チ

、タ
オ
ル

、

風
呂
敷
や
糖
物
の
残
り
布
な
ど
を
利
用

し
た

小
初
づ
く
り

、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す

。

り
さ
い

く
る
工
房
館

廃
油
石
け

心
づ
く
り

、牛
乳
バ
ッ
ク
を

利
用
し
た
紙
す
き

、
お
も
ち
ゃ
の

鯏
院
(

修
理
)

な
ど
工
作
的
な
教
室
を
9
催

し
て
い
ま
す

。

ミ
ニ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

毎
月
第
1

土
曜
日
・

第
3
日
曜
日
に

閧
催
し
て
い
ま
す

。

※
1
0区
同
程
度

(
雨
天

、1

月
・
8
月
は
中
止
)

そ
の
ほ
か
図
懈
コ

ー
ナ
ー
、
展
示
コ

ー
ナ
ー
、情
報
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

。

施
設
見
学
会

日
時
=
6

月
2
2日

㈹

、
午
前
8

畔
1
5分
I

午
後
4

時
3
0分

鳩
所
=

中
央
防
波

堤
埋
立
処
分
場

、
新
海
面
唖
立
処
分
嶋

費
用
=

千
円
(

昼

食
付
)

定
貝
=
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
=

ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号

、
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、
電
話

番
号
を
明
記

期
限
1
6

月
5

日

申
・
問
先
1

あ
だ
ち
再
生
眤

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
心へ
本
町
2
-
9
-
1

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
ひ
と
つ
で

す

あだち再生館利用案内
中央本町2- 9- 1
開館日眄= 火曙日一日曜日

午前1帥卷～午後4時

月曜・祝日・年末年始は 休館
838S0- 9800

※ 駐車 楊はあり ませんので 、おl での 来館はご 遍慮く ださ い

あだち再生館6 月の予定行事

2 日 廃池石けんづくり
9日 裂き布凧り
10・17日 不要な和眼を洋服へ13
日 おもちゃの阿院
19日 廃油石けんづくり
24日 ズボンのすそ直し
26日 裂き布鯛み
27日 古布を使った草履づくり

生
ご
み
が

ご
み
で
な
く
な
り
ま
す

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

生
ご
み
処
理
機

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
と
は

、
生
ご
み

を
た
い
肥
に
す
(
た

め
の
豆

嘔
手

。最

近
で
は
土
の
中
に

一
部
を
埋
め
込
ん
で

使
用
す
る
も
の
か

ら

、
電
力
を
使
っ
て

室
内
に
置
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
ま
で

恢
々
な
も
の
が
一
般
家
庭
用
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
ま
す

。
生
ご
み
を
ご
み
と

せ

す

、
有
効
に
便
う
こ
と

が
で
き
る
の

で
す

。

区
で
は

、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
・
生

ご
み
処
理

機
の
噸
入
に
際
し
て

、
区
民

の
力
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す

。

※
募
集
は
あ
だ
ち

広
輯
で
お
知

ら
せ
し
ま

すご
み
は
分
別
し
て

正
し
く
出
し
ま
し
よ
う

分
別
回
収

ご
み
の
分
別
の

徹
底
を
図
る
こ

と

は

、
よ
り
一
届
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
ご
み

の
適
正
処
理
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

、

ご
み
の
減
量

、
貫
源
化

、
埋
立
処
分
場

の
延
命
化
な
ど
大
き
な
勃
果
を
も
た
ら

し
ま
す

。

た
と
え
ば
、
可
燃
ご
み
に
金
罠
・
ガ

ラ
ス
・
陶
磁
器
類
な
ど
の
燃
え
な
い
ご

み
や
ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
喨
却
不
適

ご
み
か
混
入
す
る
と

、焼
却
処
理
の
瞭

、

澗
掃
工
場
の
焼
却
炉
を
傷
め
る
だ
け
で

な
く
、
焼
却
効
果
の
低
下
を
招
き
計
画

し
た
ご
み
量
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
不
燃
ご
み
に
混
入
し
た
可
燃

ご
み
は
、
本
来
焼
却
処
理
し
、
体
積
を
2
0

分
の
1
程
度
の
灰
に
し
て
埋
め
立
て

処
分
で
き
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
埋
め

立
て
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
り
、
貴
重

な
埋
立
処
分
場
が
早
く
埋
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

集
積
所
は
ご
み
捨
て

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ご
み
の
集
碕
所
と
し
て

自
宅
前
の
ス

ペ
ー
ス

な
ど
苳
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
々

が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々

の
鼠
持
ち
を
理
解
し
、
集
積
所
に
は
収

集
日
の
朝
に
出
す
、委

。ん
と

劼

粢
あ

な
ど
、
正
し
い
ご
み
の
出
し

方
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

家庭ごみの正しい分け方・出し方

儘大き なご みや 、- ) 大量6 ご み 次 瓷 と 芒驥、電品 等で澗摶 事務淅 に琅し 込んでく だ さい

ご み収 輿 や 清掃 車 埀 へのa 同 い 合○ せ先= 足 立 東 涓 掲 事 務 所s3889- 0711

足 立 西 消 霈 事 嘉 所8*3853 ―2141

組 大ご ゐ の申 し 込 み 先・a 周 い 合む ゼ 先 こ 粗 大 ご み受 付 セ ン タ ー 酋5296- 7( 10　　　　　　
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リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め

'
9
9
が
で
き
ま
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
の

始
め
方
や
関
連
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
、
区
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
か
満
載
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で

す
。
別
冊
の
資
料
繝
で
は
、
紙
パ
ッ
ク

・
乾
電
池
の
回
収
場
所
や
R

の
お
店

な
ど
の

。
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
I

冊
棠
囀
し
て
お
く
と

と
て

も
便
利
で
す
。

▼ 区民事務所、社会教育館、住区
センターの窓口で配布しています

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
6
月
6

日
丱

都
営
舎
人
町
住
宅
3

号
棟
前
広
場

午
前
1
0時
～
午
後
2
時

買
雨
天
の
場
合
6
月
1
3
日
剛
/
7
0
区
画
/

出
店
料
勁
円
一

千
円
/

亀
話
/
渡
辺

S
(
3
8
9
8
)
1
8
4
3

▼
6
月
1
3
日
S

都
立
舎
人
公
園
西
園

午
前
9
時
～
午
後
4

蒔

※
雨
天
の
鳩

合
6

月
2
0日
面
/

印
区
画
/
出
店
料
2

千
円
/
電
話
/

高
僑

S
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
①
6
月
6
日
旧
梅
田
亀
田
公
園

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
の
場

合
6
月
2
0
日
㈲
/
6
0
区
画
②
6
月
1
2

日
圃
東
栗
原
団
地
午
前
旧
時
～
午

後
3

時

※
雨
天
中
止
/

囘
区
画

③
6

月
1
3
日
即

東
栗
原
団
地

午
前
1
0

時
I

午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/

囹
区

画
-
①
～
③
の
い
ず
れ
も
1

出
店
料
0
-
2

千
円
/

電
話
/
大
島
　

S
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
こ
と
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

ペットボトルの
店 頭 回 収

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽
く
て

凉
れ

に
く
く
便
利
な
こ
と
も
あ
っ
て

、

年
々
消
賢
量
は
増
え
て
い
ま

す
。

し
か
し

、
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
ご
み
増
加
の
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
る
困
り
も
の

。
ご
み

に
は

し
な
い
で

、
必
ず
回
収
し
て
い
る

お
店
に
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

区
内
で

も

、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス

ス
ト
ア
ー
な
ど
、
左
上
の
マ

ー
ク

の
あ
る
約
崩
カ
所
の
お
店
で

回
収

し
て
い
ま
す

。

問
先
=

足
立
東
鴈
掃
事
務
所

き
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

S
(
3
8
5
3
)
2
-
4
1

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
お
店

で
回
収
し
ま
す

▲ このマークのついたボトル
がリサイクルできます
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催
し

物
ガ
イ

ド

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

亜
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
　

子
ど
も
た
ち
に
本
の
読
み
聞
か
せ
、

本
の
貸
し
出
し
、
整
理
な
ど
を
行
い
ま

す
。
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
本
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
は
ぐ
く
む
活

勳
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
※
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
1
0
月
か
ら
始
ま
ひ
嫐
y
場

所
=
区
内
の
小
学
校

申
込
=
電
話

期
限
=
6
月
1
5日

申
・
問
先
=
生
涯

教
齊
推
進
課
地
域
学
習
推
進
担
当

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
の

更
新
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険

は
、
毎
年
7
月
1
日
に
自
動
的
に

更
新
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
団
体

の
代
表
者
を
変
更
し
て
い
る
場
合

は
、
代
表
者
変
更
届
が
必
要
で
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
規
加
入
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
先
=
生
涯
教
育
推
進

課
計
画
係

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

や
そ
の
家
族
は
、
日
常
生
活
の
様

々
な
場
面
で
継
続
的
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
何
か
で
き
る
の
か
一
緒
に
考
え
ま

す
(
講
座
終
了
後
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
)
。
日
程
等
=
表
1

場
所
1
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
(
実
習
啻
陂
く
)

対
象
―
高
校

生
以
上

定
員
=
4
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
6
月
8
日

申

・
問
先
―
生
涯
教
育
推
進
課
社
会
教
育

担
当

表1　 ボランティア講座日 程

※ いずれも金皿日講座時間は午後7時～9時。このほか、
6月21日～8月31日の間に2回、施設等で実習を行います

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
団
体
募
集

今
年
も
「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
合
唱
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
a
1
0

月
3
1日
鼎

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

イ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

期
限
=
6

月
3
0日

申
・
問
先
=
文
化
振
興
係

第
3
3回
　足
立
区
展

広
く
区
民
か
ら
募
集
し
た
、4
分
野

の
作
品
の
中
か
ら
、
入
選
作
品
を
展
示

し
ま
す
(
入
場
無
料
)
。
内
容
=
表
3

問
先
王
乂
化
振
興
係

表3　 区展日程

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映
画

を
上
映
し
ま
す

。開
催
中
の
企
画
展
「
忠

臣
蔵
の
世
界
」
と
と
も
に
ご
覧
く
だ
さ

い

。

日
時
=
6

月
1
2日
出
、
午
前
H

時

上
映
作
品
=

「
浮
世
絵
一

日
本
の

こ
こ
ろ
I

」(
3
0分
)
・
:浮
世
絵
彫
師
と

摺
師
の
腕
の
冴
え
/

「
仮
名
手
本
忠
臣

蔵

」(り一
分
)
…
四
段
目
塩
谷
館
の
大
星

由
良
之
助
に
ふ
ん
す
る
、1
3
代
片
岡
仁

左
衛
門
の
お
冢
芸
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

問
先
―
郷
土
博
物
館

a
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

劇

団

公

演

日
時
1
6
月
5
日
出
、
午
後
2
時
3
0分

(
1
5分
前
に
開
場
)

内
容
=
「
ぱ
け

も
の
づ
か
い
」
…
劇
団
ど
ん
が
ら
座
に

よ
る
、
喜
劇
落
語
、
人
形
劇
の
合
体
劇

費
用
1
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
1
千
住
児
童
館

昔
(
3
8
8
2
)
2了
6
5

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
「
学
習
」
を
つ
く
る
実
践
講
座

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
平
等
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
活
動

に
必
要
な
力
を
つ
け
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。
実
践
と
し
て
講
座
の
企
画
や
運
営

も
実
践
講
座
と
し
て
行
い
ま
す
。

日

程
=
表
4

対
象
=
あ
だ
ち
女
性
大
学

修
了
者
お
よ
び
希
望
す
る
男
女

講
師
=

矢
口
悦
子
氏
(
お
茶
の
水
女
子
大
学

講
師
)
ほ
か

定
員
a
4
0人
(
選
考
に

よ
り
決
定
)

費
用
l
l無
料

申
込
―

横
書
瞋
字
程
度
で
「
応
募
の
動
機
」
と

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送

ま
た
は
持
参

※
保
育
を
希
望
す
る
方

は
、お
子
さ
ん
の
名
前
、

性
別
、
生
年
月
日
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

期

限
=
6
月
8
日
必
着

圏
講
座
の
企
画
を
募
集

し
ま
す

男
女
平
等
の
視
点
か

ら
、区
民
が
企
回
し
主

体
的
に
運
営
す
る
「区

民
企
画
講
座
」の
企
画

を
募
集
し
ま
す
。日

時
=
企
画
会
議
…
6
月

1
5
日
～
7
月
1
3
日
(
全

5
回
)
、午
後
7
時
/
講
座
…
9
月
2
1
日～

川
一
月
1
9
日
(
全
5
回
)
、
n
月
2
日～

1
2
月
7
日
(
全
5
回
)
対
象―
区
内

に
活
動
の
拠
点
を
置
く
、
7
人
以
上
で
、

区
内
在
住
、
在
動
、
在
学
の
方
が
7
割

以
上
の
グ
ル
ー
プ
※
日
程
等
は
、
応

募
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
企
画
会
議
で
決
定

し
ま
す
申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
を

提
出
(
用
紙
請
求
は
、一
`
話
ま
た
は
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
)

期
限
1
6

月
1
0
日

1
い
ず
れ
も
I

場
・
問
先
a

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

登
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表4　 「学習」をつくる実践講座

※ いずれも時間は、午後6時45分～8時45分

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
の
が
昭
和
2
4年
6
月
1

日
。
そ
こ
で
、
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、6

月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、こ
の
日
を

中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も

に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。
区
内
に

は
、1
2人
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
(
表
2
)
。人
権
問

題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
広
聴
相
談
係

表2　 人権擁護委員名簿

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

公
園
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

・
中
郷
公
園
(
西
新
井
1
-
2
9
)
　
6

月
上
旬
か
ら
1
2年
3
月
末
ご

ろ
ま
で
全
面
改
良
工
事
の
た
め
閉

鎖
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
プ
ー
ル

も
撤
去
さ
れ
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

・
上
沼
田
東
公
園
(
江
北
6
-
1
0
)
　
7

月
上
旬
か
ら
1
2年
4
月
ご
ろ

ま
で
東
京
電
力
送
電
線
鉄
塔
か
さ

上
げ
工
事
の
た
め
、
公
園
の
一
部

が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

1
い
ず
れ
も
1

問
先
=
公
園
管
理
係

立
候
補
予
定
者
説
明
会

足
立
区
長
選
挙

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

説
明
会
当
日
、
立
候
補
届
出
に
必
要

な
各
種
書
類
を
渡
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
さ
れ
る
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
出
席
人
数
は
1
立
侯
補
予

定
者
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し
ま
す
。

▽
足
立
区
長
選
挙

日
時
1
5
月
2
9日

出
、
午
前
1
0時

場
所
―
区
役
所
南
館

1
9一階
会
議
室

▽
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

日
時
=
6

月
8
日
㈹
、
午
後
3
時

場
所
―
区
役

所
南
館
狎一階
会
議
室

1
い
ず
れ
も
1

問
先
9
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

掲
示
板

・
区
内
各
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

ひ

っ
た
く
り
に
ご
注
意
!

区
内
で
は
ひ

っ
た
く
り
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
お
出

か
け
の
時
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
自
転
車
の
か
ご
に
は
ひ
っ
た
く
り
防

止
ネ
ッ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う

▽
手
提
げ
カ
バ
ン
の
バ
ン
ド
を
自
転
車

の
(
ン
ド
ル
に
掛
け
て
か
ら
前
カ
ゴ
ヘ

入
れ
ま
し
ょ
う

▽
(
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
は
、
歩
く
時
は

建
物
側
に
持
ち
汳
し
ょ
う

▽
夜
道
を
歩
く
時
は
、
(
ン
ド
バ
ッ
グ

な
ど
は
、
胸
に
抱
え
て
持
ち
ま
し
ょ
う

▽
カ
バ
ン
の
中
に
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を

入
れ
ま
し
ょ
う

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
養
成
講
習
　

(
夜
間
)
日
程
a
7
月
1
日
～
9
月

2
0日

場
所
=
(
I
ト
パ
ル
花
畑
ほ
か

※
実
技
あ
り

対
象
=
区
内
在
住
・在
動

の
方

定
員
=
3
5人

費
用
=
5
万
5
0
0

円

申
込
a
6
月
2
5日
ま
で
に
所
定
の

申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
・
問

先
=
足
立
老
人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
講
習
係

〒
1
2
1・0
0
6
4

保
木
間
5
1
2
3
-
2
0

昔
(
5
6
8
6
)
3
9
6
5

問
先
0
東
京
足
立
病
院

昔
(
3
8
8
3
)
6
3
3
1

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
3
級
課

程
(
都
指
定
)
日
時
=
6
月
1
7
日
～

7
月
8
日
/
7
月
1
9
日
～
8
月
1
6
日

(
各
回
8
日
間
)
、午
前
9
時
～
午
後
5

時

場
所
―
区
役
所
対
象
―
区
内
在
住

・
在
動
の
方

定
員
=
各
4
0人
(
先
着

順
)
s

用
=
3
万
6
千
4
7
0
円

受
付

期
間
=
5
月
2
5日
午
前
1
0時
～
3
1日
午

後
4
時

申
・
問
先
=
東
京
高
齢
協
足

立
地
域
セ
ン
タ
ー

霤
(
3
8
8
8
)
0
4
5
7

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
・
昼
間
コ
ー
ス
)
日
程
=
6
月

7
日
～
8
月
1
6
日
(
全
2
2
日
)
、9
時
3
0

分
～
場
所
=
ト
ー
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
足
立
店
(
変
更
の
場
合
あ
り
)

対
象
―
都
内
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
勵
く
こ
と
を
希
望
す
る
方
で
全
日
程

受
講
で
き
る
方

定
員
政
一
J人

費
用
1
8

万
円

期
限
=
5
月
3
1日

申
込
=

所
定
の
申
込一
を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
・
問
先
―
医
療
社
団
法
人
福
寿
会

〒
1
2
1
・
0
8
1
6

梅
島
―
-
9
-
5
　
　
　
　

昔
(
5
6
8
1
)
5
0
0

了

圖
舎
人
公
園
陸
上
競
技
場
一
般
開
放
日

の
変
更
1
2
月
5
日
即
の
一
般
開
放
日

は
1
2月
1
2日
鼎
に
変
更
し
ま
す
。

問

先
=
都
立
舎
人
公
園

昔
(
3
8
5
7
)
2
3
0
8

・
手
話
講
座
日
時
=
7
月
1
日
～
1
2

月
9
日
の
毎
週
木
曜
日
、午
後
6
時
3
0

分
～
午
後
8
時
対
象
=
1
6
歳
以
上
で

手
話
が
初
め
て
の
方

定
員
9
4
0
人

(先
着
順
)

費
用
=
7
3
5円(
テ
キ
ス

ト
代
)

申
込
=
電
話
(
5
月
3
0日
㈲
、

午
前
1
0時
か
ら
)

塲
・
申
・
問
先
=

大
谷
田
就
労
支
援
ホ
ー
ム

昔
(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

・
手
話
講
座
(
中
級
)
期
間
等
=
6

月
5
日
～
卜
一
年
2
月
1
9
日
の
毎
週
土
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
　

対
象
=
手
話
で
自
己
紹
介
で
き
る
程

度
の
方
講
師
=
小
薗
江
聡
氏
定
員

=
4
0
人
(
抽
選
)
費
用
=
無
料
(
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
2
千
円
程
度
実
費
負

担
)
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

番
号
、手
話
歴
を
明
記
期
限
=
5
月

3
1
日
場
・
申
・
問
先
=
足
立
る
つ
学

校
〒
1
2
1
・
0
0
6
1
花
畑
7
1
2
3
j

1
5
音
(
3
8
8
3
)
8
5
2
7
　
　
　
　

隰
(
3
8
6
0
)
1
3
2
Q
`

・
綾
瀬
ろ
う
学
校
説
明
会
日
時
=
6

月
9
日
廁
、午
前
8
時
5
0
分
～
午
後
0

時
4
0分

対
象
1
1
9一年
度
ろ
う
学
校
高

等
部
お
よ
び
専
攻
科
入
学
希
望
者
の
保

護
者
、担
任

内
容
=
教
育
課
程
説
明
、

校
内
見
学

塲
・
申
・
問
先
=
都
立
綾

瀬
ろ
う
学
校?

3
6
0
6
)
0
1
2
1

・
都
立
城
北
養
護
学
校
「
体
験
入
学
」

日
時
=
6
月
2
2日
㈹
、
午
前
9
時
2
0分
1

正
午

申
込
―
電
話

期
限
=
6
月
1
6

日

申
・
問
先
―
都
立
城
北
養
護
学

校

昔
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□ グループホーム世話人募集　対象=区内在住で精神障害者の社会復帰に理解と意欲のある方　勤務時間=月～金曜日の午後から夜間( 応相談) 　期限=6月2日　
※ くわし くはお問い合わせください　 場・申・問先= グ ループホ ーム「仲」　5244- 0233



1999 年(平成11年) 5 月25 日 あ だ ち 広 報 第1241 号( 7)

く
ら
し
の

情
報

住
居
表
示
が

変
わ
り
ま
す

7
月
3
日
か
ら
一
部
の
地
域
で
住
居

表
示
が
実
施
さ
れ
、
住
所
の
表
し
方
が

変
わ
り
ま
す
。
実
施
後
の
住
所
は
、
町

名
、
街
区
符
号
、
住
居
番
号
を
組
み
合

わ
せ
て
表
し
ま
す
。
実
施
に
先
立
ち
、
5

月
下
旬
か
ら
6
月
下
旬
に
か
け
て
、

新
住
居
表
示
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
資
料

の
配
付
と
、
町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
(

緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
取
り
付
け
を
、

区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
各
戸

を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域
―
伊
興
町

前
沼
/
東
伊
興
町
の
一
部
/
伊
興
町
白

幡
の
一
部
/
竹
塚
町
/
伊
興
町
狭
間
の

一
部
/
伊
興
町
谷
下

問
先
=
住
居
表

示
担
当

国

保

入
院
時
食
事
代

減
額
認
定

入
院
中
の
1
日
の
食
事
に
か
か
る
費

用
は
、
一
定
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た

だ
き
(
表
5
)
、残
り
を
国
保
が
負
担
し

て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、
区
民
税
非
課

税
世
帯
に
は
減
額
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区

民
税
非
課
税
の
世
帯

申
請
―
保
険
証
/

印
鑑
/
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
は
認
定
証

※
す
で
に
認
定
証
を
交

付
さ
れ
て
い
る

方
の
有
効
期
限

は
5

月
3
1日
で

す

。
引
き
続
き

認
定
を
希
望
さ

れ
る
方
は
再
度
、

交
付
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

国

民
健
康
保
険
課

保
険
給
付
係

表5　 入院時食事代自己負担額( 1 日当り)

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
を
6
月
8

日
に
郵
送
し
ま
す
(

非
課
税
の
方
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
)
。な
お
、特
別
徴
収
の
納

税
通
知
書
は

。
5

月
1
0日
各
事
業
所
あ

て
に
郵
送
し
ま
し
た
。
普
通
徴
収
の
第
1

期
分
の
納
期
限
は
6
月
3
0
日
で
す

。

▽
課
税
証
明
書
の
発
行
は

、
6

月
8
日

か
ら
で
す
。
な
お
、
特
別
徴
収
の
み
の

方
の
証
明
書
は
現
在
、
発
行
し
て
い
ま

す
。
※
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
の
非
課
税

証
明
書
は
6
月
8
日
か
ら
で
す

・
減
税
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

納
税
通
知
書
は
減
税
後
の
税
額
で

す
。

▽
最
高
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

▽
定
率
減
税
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
減

税
額
は
、
所
得
割
額
の
1
5
%
(
4
万
円

が
限
度
)
で
す

問
先
=
課
税
課

地
区
計
画
の
説
明
会

次
の
地
区
計
画
の
決
定
お
よ
び
変
更

原
案
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
梅
島
一
丁
目
地
区
地
区
計
画

▽
梅
島
地
区
地
区
計
画

▽
国
道
4
号
A
地
区
沿
道
地
区
計
画

区
域
は
、
梅
島
一
丁
目
地
内
(
お
お
む

ね
都
市
計
画
千
住
弥
生
公
園
の
区
域
で

す
)

日
時
1
5
月
2
7日
脚
、
午
後
7

時

場
所
l
梅
島
住
区
セ
ン
タ
ー

※

自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
先
a
都
市
計
画
係

東
京
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

(
足
立
区
決
定
)
の
変
更

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ

の
内
容
に
つ
い
て
関
係
者
は
、
縦
覧
期

間
中
に
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
域
=
皿

沼
二
丁
目
/
花
畑
二
丁
目
/
江
北
一
丁

目
/
扇
二
丁
目
各
地
内

縦
覧
お
よ
び

意
見
書
提
出
期
間
=
5
月
2
6日
～
6
月
9

日

場
・
問
先
=
都
市
計
画
係

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

ポ
イ
ン
ト
方
式

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
6

月
1
日
～
8
日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

対
象
=
母
子
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
心

身
障
害
者
世
帯
・
多
子
世
帯
・
車
イ
ス

使
用
者
世
帯

申
込
用
紙
配
布
場
所
=

住
宅
管
理
係
(
期
間
内
配
布
)
、各
区
民

事
務
所
(
期
間
内
で
も
配
布
数
完
了
次

第
終
了
)

※
く
わ
し
く
は
、「
申
込
用

紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧
く
だ
さ

い

問
先
=
住
宅
管
理
係

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど

に
よ
り
、
せ
っ
か
く
の
道
路
の
機
能
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
　

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
次
の
場
合
、
通
行
の
支
障

に
な
ら
ず
、
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も

の
に
限
り
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や

交
通
管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
う
け

て
占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。

▽
日
よ
け
・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
、

ま
た
は
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可

を
受
け
て
い
な
い
も
の

▽
建
築
工
事
の
と
き
の
足
場
な
ど

・
自
費
工
事
承
認
が
必
要

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た
め

の
、L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
等
の
工
事
を
す
る

と
き
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
、
許
可

・
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

道
路
占
用
許
可
申
請
書
・
自
費
工
事
施

行
承
認
申
請
用
紙
は
、
道
路
管
理
課
に

あ
り
ま
す
。

―

い
ず
れ
も
I

問
先
=
道
路
管
理
課

足
立
区奨

学
生
募
集

・
1
2年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生

(採
用
候
補
者
)
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
=
6
月
1
0日
恚
J
日

対
象
=
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
=

・区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る
方
/
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
同
種
の
学
資
金
を
ほ
か
か
ら

借
り
受
け
て
い
な
い
方
/
都
内
ま
た
は

通
学
可
能
な
近
県
に
所
在
す
る
大
学
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
(
修
業
年
限
2
年
以
上
の
専
門
課
程

お
よ
び
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
修

業
年
限
3
年
以
上
の
高
等
課
程
)
に
入

学
を
予
定
し
て
い
る
方
(
在
学
中
も
可
)
/

学
業
成
績
が
良
好
な
方

貸
付
額
=

表
6

申
込
=
区
立
中
学
3
年
生
は
各

中
学
校
/
そ
の
他
の
方
は
学
務
課
振
興

係

問
先
―
学
務
課
振
興
係

・
1
0年
度
育
英
資
金
に
対
し
寄
付
を
い

た
だ
い
た
方
々
(
敬
称
省
略
)

足
立
北
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
5

万
円
/

金
子
政
雄
5
0
0万
円
/
古
庄
宏
吉
1
0
0

万
円
/
㈱
三
浦
工
務
店
3
0
万
円
/

富
士
興
業
㈱

圈
万
円
/
足
立
明
る
い

社
会
づ
く
り
の
会
2
0
万
円
/
足
立
読

売
会
1
0
万
円
/
匿
名
2
5
0万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表6　 募集予定人員と12年度貸付額

6月の国民年金の相談と説明会

国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応じます。

暴
走
族
追
放
強
化
期
間

例
年
、
学
校
が
夏
休
み
期
間
中
の

7
、
8
月
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
動

車
を
不
正
に
改
造
し
、
騒
音
を
出
す

運
転
が
増
加
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

暴
走
行
為
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発

し
、
交
通
秩
序
の
み
な
ら
ず
、
住
民

の
生
活
環
境
に
も
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
6
月
1

日
～
3
0
日
ま
で
を
「
東
京
都
暴
走
族

追
放
強
化
期
間
」
と
し
、
関
係
機
関

が
協
力
し
て
追
放
に
努
め
ま
す
。
重

点
目
標
は
、

①
暴
走
族
追
放
気
運
の
高
揚

②
若
者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上

③
暴
走
族
お
よ
び
車
両
の
不
法
改
造

業
者
の
指
導
・
取
り
締
ま
り
の
強
化

④
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
の
推
進

で
す
。

「
暴
走
行
為
の
追
放
は
、
ま
ず
家

庭
か
ら
・
そ
し
て
地
域
か
ら
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課

予
住
響
察
署

昔
(
3
8
了
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

?
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

a
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
響
察
署

昔
(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

第
2
8回

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
兼

第
2
回

バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

社
団
法
人
日
本
タ
ー
ト
ル
協
会
主

催
の
伝
統
あ
る
全
国
大
会
が
荒
川
河

川
敷
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
健
康
マ
ラ
ソ
ン

の
普
及
を
目
的
と
し
て
お
り
、
順
位

や
記
録
を
争
う
大
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
大
会
」

と
し
て
健
常
者
も
身
体
の
不
自
由
な

大
も
参
加
で
き
る
福
祉
大
会
で
す
。

大
会
当
日
の
運
営
役
員
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
=
9
月
1
5

日
㈲
、
午
前
1
0時
3
0分

場
所
=

荒
川
河
川
敷
(
虹
の
広
場
)

内
容
=

『
I

フ
マ
ラ
ソ
ン
、1
0湎
、5
』

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は
電
話

期
限
1
7

月
1
5日

申
・
問
先
=
体
育
課

干
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
I

ひ
ろ
ば

「
ひ
ろ
ぱ
」
の
欄
は
毎
月
2
5日
号

に
掲
載
し
て
い
る
区
民
相
互
の
情
報

交
換
の
場
で
す
。
掲
載
内
容
の
責
任

は
当
事
者
閧
で

。

内
容
=
サ
ー
ク

ル
の
会
員
募
集
/
催
し
物
等

掲
載

で
き
な
い
も
の
I
営
利
行
為
/
売
名

行
為
/
政
治
活
動
/
宗
教
活
動
/
会

費
が
月
額
4
千
円
を
超
え
る
も
の
等

費
用
―
無
料

申
込
=
甲
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は

郵
送
(
I
団
体
―
事
業
。掲
載
後
3
ヵ

月
間
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
)
。

※
甲
込
用
紙
は
広
報
課
に
あ
り
ま
す

期
限
=
掲
載
希
望
月
の
前
月
末
日

掲
載
方
法
=
抽
選
(
採
否
は
連
絡
し

ま
せ
ん
)

申
・
問
先
=
広
報
課

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

★
自
己
破
産
等
無
料
相
談
会
▽
6
月

5
日
出
、午
後
2
時
～
8
時
▽
6
月

6
日
即
、午
前
1
0
跡
～
午
後
4
時
/
梅

田
セ
ン
タ
ー
/
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
/
は
は
た
き
の
会

昔
(
3
9
5
0
)
6
0
1
8

★
葛
飾
区
・
足
立
区
オ
ス
ト
メ
イ
ト
話

し
合
い
体
験
交
流
会
6

月
6
日
剛
、

午
後
1
時
～
4
跡
/
葛
飾
区
金
町
東
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
/
3
0
0
円
/
事
前

に
電
話
申
し
込
み
/
竹
内

昔
(
3
8
5
2
)
1
2
4
8

★
や
ん
ま
・
ミ
ニ
バ
ザ
ー
6
月
1
2
日

出
、
午
前
H
時
～
午
後
2
時
※
雨
天

時
6
月
1
3日
/
竹
の
筱
第
5
公
園
/
品

物
募
集
し
ま
す
/
自
立
セ
ン
タ
ー
足
立

や
ん
ま
・
長
谷
川

登
(
3
8
5
0
)
2
2
9
9

=
募

集
=

★
-
-
ユ
ー
・
シ
ス
タ
ー
ズ
(
ヨ
ー
ガ
)

毎
週
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H
時
4
5
分

/
伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
鴎
円
/
下
橋

登
(
3
8
5
3
)
6
1
了
6

★
エ
ア
ー
ル
(
初
心
者
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

毎
週
金
曜
日
、午
前
扣
一
時
～
H
時
/

う
き
う
き
館
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、

月
額
2
千
5
0
0円/
納
谷

昔
(
3
8
5
5
)
4
5
8
5

★
編
み
物
同
好
会

毎
月
第
2
・
第
4

木
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千

円
/
野
村

昔
(
3
8
8
3
)
5
3
5
2

★
大
正
琴
を
楽
し
む
会

毎
月
第
2
・

第
4
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時

/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
月
額
3
予
3
0
0

円
/
楽
器
の
な
い
方
に
は
貸
し
出
し
ま

す
/
山
本

昔
(
3
6
2
9
)
0
3
5
7

★
ソ
シ
ア
ル
フ
レ
ン
ド
テ
ニ
ス

毎
週

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
/
区
内
テ
ニ
ス
場
/

入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/

友
本

豐
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

★
マ
ジ
。ク
ク
ラ
ブ
ー
バ
ル
1
ン

毎

月
第
1
・
第
3
木
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会

金
千
円
、
月
額
2
千
円
/
稲
垣

昔
(
3
8
5
2
)
1
8
8
0

★
カ
ラ
オ
ヶ
サ
ー
ク
ル
・
演
歌
毎
週

月
曜
日
、午
後
6
時
～
9
時
/
西
綾
瀬

四
丁
目
/
月
額
千
円
/
加
藤

登
(
3
8
8
7
)
3
5
9
5

★
お
と
と
の
会
(
魚
料
理
)
毎
月
第

3
金
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、

年
会
費
千
円
、月
額
千
5
0
0
円
/
山
川
　
　
　
　

昔
(
3
8
5
8
)
3
2
5
3

★
竹
の
塚
短
歌
会
毎
月
第
1
土
曜

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
O
時
3
0
分

/
伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
5
0
0
円
/

樋
口
昔
(
3
8
9
7
)
3
5
3
2

★
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
(
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
フ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
)
毎
月
第
3
木

曜
日
と
土
曜
日
/
午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
―
回
2

千
円
/
宮
川昔

(
3
8
8
5
)
5
1
2
7

★
城
北
幼
稚
園
仲
良
し
広
場

毎
週
火

曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分
/
園
庭

や
保
育
室
を
閧
放
し
遊
び
の
輪
を
広
げ

ま
す
/
城
北
幼
稚
園

登
(
3
8
8
9
)
3
1
5
1
f
)

□ 水道なんでも相談　日時=6月3日( 木) 、午後1時30分～4時　場所=区役所1階ロビー　※ くわしくは、お問い合わせ
ください　問先= 都・ 水道局足立東営業所 　5681- 2151　 または、足立西営業所 　3896- 4221
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ま
ち
の
歴
史

ミ

ニ

事
典

第2 回

江
北
～
神
領
堀
～

江
北
は
神
の
領
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
。

江
北
セ
ン
タ
ー
の
西
側
を
流
れ
る
神
領

堀
や
、
同
セ
ン
タ
ー
に
架
か
る
神
領
橋

は
当
時
の
地
域
名
畄

神
戸

の
名
残

で
す
。

江
戸
時
代
の
沼
田
村
、
鹿
浜
村
、
谷

在
家
村
、
堀
之
内
村
、
高
野
村
、
加
賀

皿
沼
村
の
一
帯
は
、
徳
川
将
軍
冢
の
菩

提
寺
、上
野
の
寛
永
寺
の
領
地
で
し
た
。

厳
密
に
言
?

資
永
寺
に
祭
ら
れ
た
将

單
の
羃一
魂
に
さ
さ
け
ら

れ
た
土
地
で
、
将
軍
は

死
ぬ
と
神
に
な
る
の

で
、
神
の
領
地
、
す
な

わ
ち
「
御
神
領
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

御
神
領
堀
も
、
そ
の

名
が
示
す
と
お
り
御
神

領
の
村
々
を
癇
し
た
用

水
で
す
。
運
営
は
村
々

の
協
力
で
行
わ
れ
、
人

々
は
こ
の
用
水
を
通
じ

て
連
帯
し
て
い
ま
し

た
。こ

う
し
て
御
神
領
と

し
て
の
窖
と
ま
り
が
あ

つ
た
村
々
は
、
近
隣
の
村
々
を
併
せ
て

明
治
2
2年
(
1
8
8
9

年
)
に
江
北
村

を
作
り
ま
す
。

時
は
流
れ
て
江
北
村
の
時
代
か
ら
足

立
区
時
代
、
五
色
桜
で
名
を
広
め
た
江

北
の
地
は
市
街
地
化
が
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。
現
在
、
住
宅
や
工
場
を
縫
う
よ

う
に
流
れ
、
時
折
姿
を
あ
ら
わ
す
用
水

路
は
、
か
つ
て
神
の
領
地
と
呼
ば
れ
た

江
北
の
農
村
時
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

八
郷
土
博
物
館
Y

江北センター西側の神領堀と
これに架かる神領橋

訂

正

と

お

わ

び

次
の
も
の
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
者
な
ら
び
に
利
用
す
る
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
こ
こ
で

お
わ
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

争
エ
ク
ス
プ
レ
ス
5
月
1
日
号
(
5
・
6

ペ
ー
ジ
)

▽
設
備
マ
ー
ク
(
冷
水
風
呂
)

g▽
二
コ
ニ
コ
渦

営
業
時
間

1
5
時
～
翌
日
1
時

▽
金
の
湯

営
業
時
間

1
5
時
～
2
4
時

▽
宝
湯

定
休
日

月
曜
日

▽
お
き
も
と
湯

定
休
日

月
曜
日

▽
第
二
爾
興
泉

定
休
日

月
曜
日

▽
高
砂
湯

定
休
日

月
曜
日

・
わ
た
し
の
便
利
帳

▽
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
一
館
(
6
2ペ

ー
ジ
)
電
話
番
号

さ
(
3
9
1
2
)
1
7
6
7

A
広
報
課
V

あだちカレンダー　6 月
皆さ ん の 声 を 区 政 へ生 か す 広 聴ハ ガ キを ご 利 用 く ださ い
広聴ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の

窓口にあります。 問先= 広聴相談係 　3880- 5111 ㈹　FAX3880- 5678

☆印のついたものは、本紙に記事が掲載されています

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時　※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベント を、区内情報を中心に 、 いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を 使用しています Ya. A. N　278, 000


